
全校朝会 １２．１４ 

皆さん、おはようございます。 

今週でいよいよ 2学期も終わりとなります。そして、令和2年も明日から数えると、あと 10日となりました。最後

まで、けがも病気もせず、いい年で終わりたいですね。 

 さて、九峡小では３学期の２月に漢字検定を全員で取り組みます。冬休みもしっかりと勉強してもらいたいと思い

ます。その漢字検定を行っている、漢字検定協会という会社が、毎年１２月になると、今年一年を漢字一文字で表

すと、どんな一年でしたか、ということを全国の人に募集しています。集められ意見から多いものを順位付けして発

表しています。それがこの間、発表になりました。 

 ５位から紹介しましょう。 

第 5位 「変」 変化の〈変〉、変わる、今まで当たり前だと思ってきたことが変わってしまった。 

第 4位 「新」 新型コロナウイルスの〈新〉、新しい学校生活の〈新〉 

第 3位 「病」 新型コロナウイルスという新しい〈病〉気 

第 2位 「禍」 コロナ〈禍〉の社会 

第 1位 「密」 ３〈密〉を避けましょうの密 

 

どれも今年になってよく聞いた言葉ばかりですね。まだまだ、新しい学校生活のやり方で、新型コロナウイルスと

戦わなくてはなりません。しかし、私たちは考えることができる優秀な人間です。悪いウイルスなどには、絶対に負け

ません。その強い気持ちをもってこれからもがんばっていきましょう。 

さて、話は変わりますが、皆さんががんばってくれた俳句の学習ですが、学校の回りに飾ってある作品を見てくれ

た地域の人から、たくさんのお手紙をいただきました。ここで紹介します。 

●九峡小のみなさんへ。俳句とても上手ですね。みなさんの俳句を詠んで「がんばろう」「気をつけよう」という前

向きな気持ちになることができました。子どもらしい表現や言葉づかいがとても可愛くあたたかい気持ちになり

ました。素敵な俳句をありがとうございます。これからもいろいろとがんばってくださいね。２０２０．１０．２８ 

●皆さんの”力作”を買い物への行き帰りにほっこりしながら見て(読んで)おります。コロナに負けずに勉強にスポ

ーツに俳句に頑張って下さいね。未来の小林一茶さん達へ 

(遠い昔に九峡小を卒業したおばさんより) 

●「来年は インフルエンザ はやるかな」がんばろう、という句ばかりの中で、視野が広くて素晴らしいです。ぜひ

将来は医療系に来てください。 

●やはり生徒さんたちの関心はコロナですよね。私もコロナが全世界からなくなる事を祈りながら、早くマスクから

はなれた生活がおくれることを願わずにはいられません。それにしても、みなさん俳句が上手ですね。先生に習っ

たといえ、びっくりしました。「５・７・５」で表現するのって結構大変ですよね。素晴らしい！これからも、素敵な俳句

をたくさん作って、コロナに負けない毎日をすごして下さい。 



●九峡小の前を通るたびに、少しずつ読ませて頂いています。子供たちのコロナ禍での決意や希望がいっぱい伝

わって来て、心からの元気をもらいました。素直な気持ちがせつなくて、そしてたくましくて、清々しい気持ちになりま

した。子供たちに負けずに、大人も頑張らないとですね！ありがとう！！ 

 

以下のものは、お手紙ではありませんが、直接教職員が地域の方々からいただいたお言葉です 

●「この取り組み、地域の人たちにとても評判がいいのよ。きっとここの子供たちは素敵な言葉選びができる、素敵

な大人になるんでしょうね！」 

●「最近の子供たちはすごいね～。俺が子供の時なんて、こんなの書けなかったよ。感心するな～。」 

●「これが見たくてお散歩のコースをかえたのよ。」 

●「俳句好きのお友達に教えてあげたら、是非見たいって。今度一緒にゆっくり見に来るわね。」 

●「暗い気持ちを吹き飛ばしてくれるわね。大人も舌を巻くような上手な句から、笑っちゃうかわいい句まで、個性

豊かで見ているだけで楽しくなるわ。」 

●「私ね、ここの俳句にすごく影響を受けたのよ。世の中暗いニュースばかりで、コロナ」は若者がひろげていると

か、、、自分たちはコロナになっても大したことないだろうとか、、テレビでそんな発言をしている若者たちの姿を

目にしたりするとね、、、、勿論そんな子たちはごく一部なんだろうけど、若い人たちを怖く感じてしまってね。でも、

ここの俳句を見ると、この子たちはどんな大人になるのかしら。この子たちが大人になるのが楽しみだなって思

えるのよ。」 

●「おれは近所に住んでおるんだけど、いつも楽しく見ているよ～。」 

 

皆さんの取り組みが、地域の人へ元気づけていることがわかります。皆さんの気持ちはしっかりと伝わっています。

これは、すばらしいことです。また、これからも続けて俳句に取り組みたいと思います。 

  

初めにも言いましたが、残り１０日間、病気やけがなどしないで、新しい年を迎えるように気を付けていきましょう。 

これで、校長先生のお話を終わります。 


